
【
調

査

報

告

】

美

郷

村

の
獅

子
舞

一
　
は
じ
め
に

徳
島
県
教
育
委
員
会
編

『
徳
島
県
め
民
俗
芸
能
』
全

九
九
八
年
）
に
よ
れ
は
　
現
在

衛
島
県
下
の
王
ｔ
，
所
で
獅
手
却
が
行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る

［徳
島
県
教
育
委
員
会

一
九
九
人
　
一
●
　
そ
の
う
ち
い
く
つ
か
の
獅
子
舞
に
つ
い
て
は
　
市
町
村
史
や
民
俗

芸
能
調
査
報
告
書
な
ど
に
概
要
ぶ
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
　
各
地
の
獅
子
差
の
歴
史
　
紹

織
　
芸
態
な
ど
に
関
す
る
詳
細
な
報
告
は
　
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
ｉ
〓

そ
の
た
め
徳
島
県
で
は
　
地
域
を
越
え
た
獅
子
第
の
比
較

研
究
が
十
分
に
進
ん
で
と
な
か
っ
た
と
言
え
る

本
稿
で
■
　
徳
島
県
麻
植
郡
実
郷
村
の
工
う
の
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
獅
手
舞
の

実
態
に
つ
い
て
報
告

〓
ャ
し
　
今
後
の
比
較
研
究
め
た
め
の
摩
＝
と
し
た
い

二
　
平
八
幡
神
社
獅
子
舞

［伝
承
地
】

麻
植
郡
美
郷
村
大
手
別
枝
山
宇
平

（平
八
幡
神
社
氏
辛
）．

高

橋

　

晋

［上
演
の
期
日
　
機
会
　
増
所
等
］

平
人
幡
神
社
秋
祭
り

（毎
年

一
０
月
二
四
日
）
の
際
に
境
内
　
お
ま
す
御
旅
所
で
暮

納
さ
れ
る
　
そ
の
ほ
か
最
近
で
は
　
「た
た
る
祭
り
」
（毎
年
末
月
第

一
上
　
田
題
に
大

手
別
枝
山
字
宗
日
の

「美
郷
村
ふ
る
さ
ど
ｔ
ン
タ
ー
」
で
開
催
）

民

ル
メ
ラ
ン
ド
祭

，
」
（毎
年

二

拐
中
旬
に
文
字
東
山
の

「
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
美
紹
≡
で
開
任
）
な
ど
新
の

イ
ベ
ン
ト
に
ヽ
定
期
的
に
出
演
し
て
い
る

［白
某
　
歴
史
』

吉
　
大
地
の
大
山
と
い
う
家
に
痛
気
が
発
生
し
　
慶
よ
け
の
た
め
に
獅
予
頭

一
■
を

祀
つ
た
　
法
印
様
が
そ
れ
を
見
に
来
て
　
以
後
痛
気
よ
い
の
た
め
に
城
戸
地
区
で
獅
子

坪
を
行
う
よ
う
に
告
げ
た
の
で
　
そ
の
後
獅
子
舞
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
ど
吉
わ
れ
て

い
る
　
創
始
の
時
期
は
文
化
年
間

（
一
人
Ｃ
四
十

一
七
年
）
と
さ
れ
る
　
獅
子
舞
は
麻

績
郡
山
川
町
北
烏
か
ら

〈さ
ら
に
さ
か
の
ば
れ
ば
香
川
県
か
ら
）
伝
承
さ
れ
た
も
の
ど

〓
れヽ
て
い
る

（航
派
は

「小
笠
原
流
ｉ

ど

で
あ
る
と
い
，
）

獅
子
如
は
機
中
戦
後
に
か
け
て
四
年
間
に
ど
中
断
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
が
　
直

ち
に
後
活
し
　
現
在
に
〓
る
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■
い
合
う
よ
う
に
】
立

つ

（写

真
１
）

獅
子
舞

●
減
技
Ｈ

一
逓
！
で

一
三
分

●
！
〔

い
う
　
坪

い
と

体

の
ス
ト
ー
リ
ー
浸
開
は
不
明

て
あ
る
　
大
ま

り
ｆ
Ｔ

（
ト

ン

ト
ン
カ

〓
力
と
い
っ
た
よ

，
な
）

で
持
り
か
査
わ
ち
　
舛

い
の
中

に
中
太
鼓
小
柄
子
ど
使
う
よ
う

な
仕
卓
が
あ
る

ま
す
　
工
頭

の
獅
子
の
前
に

人
る
人
が
そ
れ
そ
れ
抑
≡
頭
京

手
に
■
ち

　
ヽ
鼓

に
合

，
ｔ
て

炉

子
項
を
上
下
左
右

に
掟
る

こ
と
で
ね
手
木
が
入
る
　
前

”

ム
が
新
子

項
を
振
り
洗
●
　
タ

［行
事
の
次
第
］

平
Ａ
幡
神
社
の
よ
祭
り
当
ね

（
一
●
月
　
四
日
）

神
社
に
到
希
し
た
ら
加
子
の
お
祓

い
を
受
け
て
売
内
て
舛
う
　
ま
い
て
神
典
小

「お
旅
」
（御
旅
所
渡
御
）
に
出
る
≡
で
の

間
に

一
　

二
回
境
内
で
舜
う
　
さ
ら
に

「お
旅
」
の
陳
　
御
旅
所
≡
て
付
い
て
い
っ
て

，
口
架
う
　
計
三
　
口
回
舞
う
と
と
に
と
る

、
●
た
る
祭
り
」
や

「
（
ル
ス
ラ
ン
ド
祭
り
」
■
ど
の
イ
末
ン
ト
で
は
　
所
定
の
時

間
に
会
場
●
〓
場
で

一
同
擁
う

［芸
能
の
推
成
　
お
壕
一

抑
千
二
頭

（
一
引
に
つ
宮
頃
ど
夜
ろ
に
　
人
ず

う
人
る
の
で
　
Ｄ
名
が
必
要
）

向
こ
う
太
☆
二

…
Ｐ
大
す

（
は

打

ち
）
〓

指
子
木
ニ

爾
■

一

獅
子
　
向
か
い
大
ま
　
「
子
木
　
類
ま
は
大
人
の
男
性
　
，
大
投
に
小
学
生
男
子

（最

近
は
ナ
子
も
可
）
が
担
当
す
る
　
以
前
ｌｉ
　
中
六
接
は
小
学
校
四
　
五
年
■
く
ら
い
の

子
供

（男
子
）

「
こ
う
Ａ
散
は
十
年

（中
高
生
）

析
子
折
庄
■
年
　
拍
子
木
は
年
空

の
人
と
い
う
よ
う
に
　
年
怖
に
よ

つ
て
う
〓
く
役
割
お
よ
〓

っ
て
い
た
　
現
在
は
　
中

大
埋
二
名
が
小
学
ま
高
学
年
の
子
供
て
あ
る
以
外
　
大
人
古
担
当
し
て
い
る

錫
杖
は
獅
十
坪
に
事
故
い
と
い
よ

，
に
と
い
う
意
味
で
　
大
践
の
積
に
付
く

衣
装
は
現
■
は
揃
い
の
ハ
ッ
ビ
だ
ド
　
，
古
は
自
分
の
好
き
な
衣
装
を
着
て
い
た

中
水
鼓

の
子
供
か
派
ｉ
４
末
装
を
岩
る
こ
Ｌ
は
変
わ
り
な
い

四

つ
の
大
設
付
木
製

の
合
枠
の
■
に
固
走
し
て
活
本
す
る
　
外
側
に
向
こ
う
大
設
４

一　

内
側
に
中
★
ユ
こ
Ｌ
い
う
硬
列
と
な

一
て
い
る
　
中
大
設
の
打
ち
子
と
獅
子
は
神

前
に
向
か
い
　
向
か
い
太
ま

の
打
ち
子
は
千
前
に
ｔ
を
向
け
て

（中
大
投
　
獅
子
Ｌ
向

イ
ミ
ン
タ
を
合
わ
せ
て
前
後
の
人
小
同
時

に
宗
さ
く
獅
十
に
八
る

（本
を
か
≡
る
■

以

降
の
蜘
作
を
よ
に
示
す

０
こ
頭
の
獅
手
が
二
面

（太
ま
り
方
）
を
向
≡
　
丈
≡
く
上
下
に
揺
れ
る
　
こ
の
と
≡

対
の
人
●
獅
手
引
を
下
す
　
後
ろ
の
人
に
高
立
！
て
両
手
を
大
〓
く
広
げ
ハ
ン
ザ
イ
の

形
を
し
　
一幕
が
ビ
ン
ど

（正
方
形
に
）
在

つ
た
壮
ほ
に
す
る

（写
真
２
　
以
Ｔ
と
の
輸

作
本
入
る
場
合
を
０
て
衣
十
一

〇
０
加
手
ド
背
中
合
わ
せ
に
た
り
　
首
を
左
右
に
振
５

０
０
獅
子
ｊ
首
を
左
≡
に
示
り
，
が
ら
よ
ま
小
●
離
れ
て
い
く

０
０
獅
子
が
背
中
合
わ
せ
に
な
，
　
首
を
と
右
に
張
う

写真 1 打ち子 (■′ヽ磁神4E15子舞〕
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ヽ
一　
　
〇

０
０
獅
子
か
首
を
た
右
に
張
り
な

か
ら
人
ま

の
方
に
進
ん
で
い
く

０
何

子
が
上
下
に
大
き
く
経

打

一今０
０
炉
手
が

一
Ａ
Ｏ
度
向
〓
を
変

え
て
　
吉
ど
と
右
に
振
り
な
か
ら

末
議
か
ら
任
れ
て
い
く

０
０
獅
子
が

一
人
３
圧
向
≡
を
左

え
て
　
と
を
左
右
に
振
り
を
ド
ら

水
故
り
方
に
進
ん
て
い
く

０
０
獅

子
が
背
キ
合
わ

せ
に
な

り
　
首
を
左
右
に
辰
る

Ｏ
Ｃ
相
手
か
向
き
を
変
え
て
　
首

チ

〓
を
に
振
り
な
ド
ち
太
蚊
か
ら

Ｄ
Ｏ
抑
子
■
皆
一を
≡
右
■
帳

り
た
が
ら
丈
接

り
方
に
進
ん

で
い
く

０
獅
子
が
三
面

（
Ａ
出
の
方
）

を
向
い
て
上
下
ｉ
右
に
大
〓

く
需
れ
る

口
獅
！
Ｊ
盲
を
左
右
に
表
り

な
か
ら
前
た
　
と
こ
を
繰
，

返
十

口
０
獅
子
ホ
と
≡
を
向

い
て

古
を
左
右
に
振
る

０
０
獅
子
が
後
ろ
チ
一振
り
返

っ
て
首
を
と
を
に
振
る

０
０
価
子
が
背
中
合
わ
せ
に

郎
れ
て
い
く
。

こ
の
と
さ
，
チ
を
■

つ
た
子
供
二
人
が
師
■
の
前
に
立
ち
　
獅
子
ど
先

導
す
る
ｔ
，
ｔ
仕
事
を
す
る

（写
真
３
）

０
新
千
が

一
人
●
慎
向
き
を
変
え
て
　
首
を
左
右
に
授
，
な
か
ら
え
よ

の
方
に
進
た
て

い
く
　
子
供
は
宗
早
く
人
鼓
の
テ

ム
泉
る

０
柳
十
が
〓
面

一人
ま

の
万
）
を
向
い
て
上
下
に
大
宮
く
者
れ
る
　
予
■
に
大
故
を
印

い
て
は
　
獅
子
●
方
，
癌
り
這
っ
て
師
子
を
打

つ
仕
卓
を
繰
り
返
す

０
獅
子
が
上
下
左
右
に
大
き
く
こ
れ
る

０
０
獅
子
が
向
か
い
合

っ
て
言
を
左
者
に
表
ち

①
Ｏ
相
手
が
盲
を
左
右
に
張
，
な
ホ
ら
大
ま
か
ら
離
れ
て
い
く

⑮
Ｏ
拒
子
が
向
か
い
合
わ
せ
に
よ

つ
て
首
を
左
右
に
辰
る

な
り
　
古
を
左
右
に
候
る

０
獅
子
ド
吉
を
左
右
に
拒
，
な
ホ
ら
太
数
の
方
に
進
ル
て
い
く

０
０
ｉ
ま
い
前
で
首
を
左
右
ｔ
振
る

「ま
能
を
支
え
る
組
織
ど
伝
承
ル
ほ
〕

平
人
脩
神
在
の
獅
子
坪
出
　

〒
孔
ｔ
ｔ
年

一昭
和
五
二
）
ｌｔ

一辛
Ａ
幡
柿
社
町
千
崇

保
存
全
」
■
林
成
さ
れ
る
以
前
は
　
〓
Ａ
幡
神
社
氏
子
の
う
ち
穴
地
　
上
城
戸
　
下
”

戸
　
三
後
　
下
滞
●
五
地
区
の
住
民
か
担
当
し
て
い
た
　
秋
の
地
神
さ
ｔ

一農
業

リ
キ

護
柿
で
あ
る
地
神
の
ま

わ
り
一
の
ど
〓
に
前
記
王
地
区
”
人
が
口
つ
足
宣

（す
戸
つ
■

蔵
堂
）
に
集
〓
，
　
Ａ
席
神
社
の
合
，
い
、
，
十
や
　
炉
子
と
す
■
人
を
た
め
て
い
た

一
ｉ
六
五
年

（昭
和
凹
●
）
頃
ま
り
地
域
の
過
疎
　
高
蛉
化
　
少
子
化
が
進
み
　
伝

写真2  毒を広ばた師子 (平フ崎 神fI師子授)

写真0  析子をi = する0 末護

(子八捜神社獅子舞)
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承
に
対
す
る
危
磯
言
識
が
芽
生
え
　
指
定
文
化
財
中
請

へ
の
動
き
が
起
こ
る
　
一
九
七

七
年
　
平
人
幡
神
社
め
獅
子
舞
は
美
郷
村
無
形
民
浴
文
化
財
に
指
定
さ
れ
　
同
時
に
平

人
幡
神
社
獅
子
舞
保
存
会
が
結
成
さ
れ
た

保
存
会
構
成
後
は
　
平
八
幡
神
社
の
氏
手
を
中
心
と
し
た
が
ら
も
　
広
く
実
期
村
全

域
に
会
長
の
幅
を
広
げ
て
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
る

棟
群
は
　
以
前
は
夜
に
地
区
の
家
を

，
軒
す
つ
順
番
に
回
っ
て
や
っ
て
い
た
　
一
”

月
く
ら
い
か
か
つ
た
　
以
前
獅
子
を
張
つ
て
党
え
て
い
る
人
が
指
導
に
当
た

っ
た
　
練

習
の
場
所
を
提
供
す
る
家
で
は
　
夜
食
に
寿
司
や
酒
な
ど
を
出
し
た

保
存
会
が
で
き
て
か
ら
は
　
皆
経
験
苦
な
の
で
　
一
　

二
暁

「ブ
チ
あ
わ
せ
」
合
ブ

チ
」
と
は
大
ま
の
本
す
の
こ
と
）
を
す
る
だ
け
で
あ
る
　
予
餃
の
中
太
鉄
は
　
保
存
会

事
務
局
め
藤
本
茂
樹
氏

（山
川
町
ま
原
在
住
）
が
　
祭
り
の
一
カ
月
ほ
ど
前
か
ら

一
〇

ｇ
問
く
ら
い
か
け
て
教
え
て
い
る

≡
一　
東
山
糠
子
舞
　
櫛
手
大
鼓

［伝
承
地
］

実
郷
打
大
手
東
山
宇
栗
木

（広
幡
人
幡
科
社

（上
の
官
）
氏
手
）
。

広
陰
人
幡
神
社
は

東
出
字
暮
石
の
暮
石
人
幡
神
社

（下
の
宮
）
に
対
し
て

「上
の
ｇ
」
ど
呼
ば
れ
て
い
る

【上
演
の
期
日
　
機
会
　
場
所
等
］

か
つ
て
は
広
幡
Ａ
幡
神
社
の
秋
祭
り

（毎
年

一
０
現
二
口
日
）
に
境
内
お
よ
び
御
旅

所
で
奉
納
さ
れ
て
い
た
。　

一
０
年
ほ
ど
前
に
複
活
し
て
か
ら
は

「ほ
た
る
祭
り
」
ズ

ル

を
ラ
ン
ト
奈
り
」
な
ど
の
村
の
イ
Ａ
ン
ト
な
ど
に
出
済
す
る
の
み
と
な
つ
て
い
る

［出
来
　
睡
史
］

東
山
獅
予
擦
　
獅
子
末
ま
の
苗
来
　
歴
史
に
つ
い
て
は
は

っ
と
り
し
た
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
が
　
少
な
く
と
も
撃

削
い
ち
あ

つ
た

［行
事
の
よ
第
］

一
０
月
ニ
ロ
日
の
祭
，
当
日
　
神
策
が
出
る
前

（
一
三
崎
頃
）
に
境
内
で
師
子
を
や

つ
た
　
そ
の
後
　
屋
右
　
ヨ
イ
ヤ
シ
ョ
と
と
も
に
神
輿

の
お
供
を
し
　
御
抹
所
で
も
う

一
回
舞

つ
た

［芸
能
の
結
成
　
務
装
］

獅
子
二
頭

（
一
頭
に
つ
言
頭
ど
後
ろ
に

一
人
ず
つ
入
る
の
で
四
人
が
必
要
）

大
太
鼓
四

か

け

太

蚊

〓

（
ま

た

は

四
）捕

子
木
二

束
山

（広
幡
八
幡
神
社

の
氏
子
区
戦
）
は
六

つ
の

る

か
ら
な
り
　
以
前
は
大

ま
の
打
ち
子
を

一
名

（計

六
名
）

獅
手
各
二
る

（計

一
二
る
）
が
出
た

獅
子
は
右
手
が
様
　
左

手
が
雌
　
獅
子
は
二
人
立

ち
で
　
コ
原
」
ど

「後
」
に

一
人
ｆ

う
入

っ
て
舞
う

写真4  ,Tち手 (東山罰手大敏}

(成優提供 :嬉崎獄子 と藤久吉氏)
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獅
子
は
か

つ
て
は
青
年
団

が
担
当
し
て
い
た
　
学
校

を
卒
業
し
た
ら
青
年
団
に

入
れ
た
　
（獅
子
が
）
舛

き
な
人
は
毎
年
続
け
て
出

て
い
た

大
太
ま
　
か
け
太
談
は

小
学
校

一
～
六
年
生
が
担

当
し
た
ｔ

吉
　
子
供
め
数

が
多

か

つ
た
頃
は
　
「今

度
は
う
ち
が
出
す
わ
」
と

い
う
形
で

（ま
だ
し
て
い

な
い
子
供
が
す
る
と
い
う

形
で
）
交
代
交
代
で
太
散

の
打
ら
手
を
出
し
て
い
た

る
　
サ

ン
サ
ー
に
も

つ

と
も
簡
単

で
　
獅
手
大

鼓
　
獅

子
舞

と
も
に
最

初

に
覚

え
る
演
目

で
あ

Ｚ口
ま
ず
最
初

に
御
神
楽

を

し
て
　
そ
れ
か
ら
ね

子
木

に
合
わ
せ
て
舞

い

始

め
る
　
演
じ
る
順
序

は
特
に
決
ま

つ
て
お
ら

す
　
拍
手
木

の
合
田
に

あ
わ

せ
て
踊
，
出
す
。

ミ
ア
イ
で
は
　

ま
ず

二
頭

の
獅

子
が
向
か

い

合

い
　

互

い
に
首
を
左

現
在
は
ハ
ン
ピ
を
着
て
標
安
す
る
が
　
こ
れ
は
東
山
女
性
の
舎
で
伝
承
す
る
よ
う
に

な
つ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る

太
媒
は
　
両
瑞
に
大
太
談
各
一

（ま
た
は
一
０
　
そ
の
問
に
か
け
太
鼓
口
を
並
べ
る
。

文
太
談
は
竹
の
ブ
チ

（バ
チ
）

か
け
大
鼓
は
桐
め
ブ
チ
で
却
く
　
太
鼓
や
緩
い
孤
を
糖

く
よ
う
に
並
べ
る

（写
京
４
）．
本
来
　
獅
子
と
太
壊
は
神
前
の
方
を
向
い
て
奉
納
す
る

も
の
で
あ
る
か
　
獅
子
　
太
鼓
の
動
き
が
お
工
い
に
見
え
た
方
が
や
り
や
す
い
の
で

現
在
は
獅
子
と
太
既
が
向
か
い
合
う
よ
う
な
形
を
セ
つ
て
い
る

獅
子
舞
の
演
日
に
は
　
キ
ョ
ク
　
ミ
ア
イ
　
マ
チ
　
サ
ン
サ
ー
が
あ
つ
た
　
キ
ョ
ク

は
少
し
難
し
く
　
現
在
悼
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
　
ヽ
ア
イ
は
一
番
〓
れ
い
に
見
え
る

ミ
ア
イ
を
演
じ
る
と
き
　
か
け
太
鼓
の
子
供
が
獅
手
を
追
い
飛
は
す
よ
う
な
仕
要
を
す

右
に
振
る
　
続
い
て
〓
頭
の
獅
子
が
横
並
び
に
な
り

（正
面
を
向
き
）
大
誠
に
合
わ
せ

て
首
を
左
右
に
振
る

（写
真
５
）。
再
び
〓
頭
の
獅
子
が
向
か
い
合
い
　
音
を
左
右
に
振

り
合
う
が
　
や
が
て
二
環
の
獅
子
が
皆
の
付
――
根
あ
た
り
を
ま
い
に
す
り
合
わ
せ
る
よ

う
な
仕
事
と
す
る

（
工
，
グ
イ
　
写
真
６
）

雛
獅
子
が
雌
獅
子
を
上
か
ら
知
し
つ
け
る

よ
う
な
所
作
を
す
る
ど
　
下
側
に
い
る
雌
獅
子
が
そ
れ
を
突
い
て
追
い
払
う
よ
う
な
仕

草
を
す
る
。

最
後
に
こ
質
の
獅
子
が
積
並
び
に
な
り

（正
面
を
向
〓
）
大
敷
に
合
わ
せ

て
首
を
左
右
に
振
つ
て
終
わ
る

ナ
ッ
サ
ー
も
基
本
動
作
は
よ
く
似
て
い
る

挿
子
舞
は
Ｌ
ト
キ
リ

（
一
演
目
）
約

一
〇
分
で
　
一
通
り
演
じ
る
と
約
二
〇
～
三
〇

分
か
か
る
。

写真5  横並J で窮う獅子 (求山距■第)

(岐検提供 】層崎歌子 に藤久古氏)

写真0  こリグイ (東山椅予鏑)

(映検塩段 】底崎取子 強藤入吉氏)

-
107

-



［章
能
を
支
え
る
組
織
と
伝
素
形
態
】

獅
子
舞
　
術
子
太
致
は
幾
時
中

一
時
中
断
し
た
が
　
一
九
四
七
年

（昭
和
三
二
）
に

極
破
者
の
間
で

「ま
た
獅
手
を
せ
ん
か
」
と
い
う
葛
が
持
ち
上
が
，
　
復
活
し
た
　
そ

の
後
五
　
六
年
続
い
た
が
　
ま
た
し
ば
ら
く
中
断
し
た

一
０
年
ほ
ど
前
　
東
山
小
学
校
教
詢
　
尾
崎
獣
子
氏
が
想
格
を
呼
Ｊ
か
け
　
獅
手
舞

と
柳
手
太
議
の
経
験
者
で
あ
る
任
藤
久
吉
氏
が
小
学
校
の
子
供
に
獅
手
舞
と
獅
子
太
鼓

を
教
え
た
　
そ
の
後
　
子
供
の
数
が
少
な
く
な
り
伝
子
が
難
し
く
な

つ
た
た
め
　
獅
子

舞
ど
獅
千
太
故
は
束
山
地
区
の
女
性

一
二
　
三
る
か
ら
な
る

「東
山
女
性
の
会
」
（平
成

四
年
結
成
）
か
伝
承
す
る
こ
と
に
な

っ
た
　
任
藤
人
吉
氏
は
小
学
校
の
子
供
に
は
ミ
ア

イ
　
マ
チ
　
す
ッ
す
の
三
つ
　
東
山
女
性
の
会
の
メ
ン
本
―
に
は
ミ
ア
イ
と
す
ッ
サ
を

数
え
た

そ
の
後
　
広
幡
人
艦
神
社
の
紋
祭
り
や

「
〓
た
る
祭
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
何
年

か
続
け
て
舞

っ
て
い
た
が
　
メ
ン
本
―
が
高
齢
化
し
　
獅
手
を
動
か
す
の
が
雄
し
く
を

つ
て
〓
た
た
め
　
ｉ
０
〇
二
年

（平
成

一
四
）
か
ら
再
び
中
断
し
て
い
る

か
ら
　
（拓
称
は
実
わ
れ
て
い
る
も
の
の
）
こ
れ
で

一
つ
の
演
目
と
な

つ
て
い
る
よ
，
に

思
わ
れ
る
．

獅
子
が
前
後
に
長
く
伸
び
た
状
態
よ
り
も
　
↓
ち
位
置
て
怖
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
　
水
平
挫
ま
り
も
韮
直
蜘
か
強
調
さ
れ
た
坪
い
の
よ
う
に
見
え
る
　
々
に
抑
ヤ

の
後
る
役
の
人
が
直
立
し
高
■
を
広
げ
て
幕
を
張
る
所
作
は
独
特
の
も
の
で
あ
る

一
方
　
京
山
獅
子
舞
の
舞
い
は
急
激
な
壕
面
に
換
が
少
な
く
　
動
〓
高
体
に
比
較
的

シ
ン
ブ
ル
で
あ
る
　
た
だ
　
「
工
，
タ
イ
」
と
い
う
価
子
の
持
み
方
は
独
特
と
も
の
で
あ

る
　
完
全
な
立
ち
位
置
で
舞
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
　
前
後
に
長
く
伸
び
た
状
憾
で
舞

わ
れ
る
こ
と
い
方
が
多
い
　
壬
●
輸
よ
り
ヽ
水
平
軸
い
強
謡
さ
れ
た
深
い
の
よ
う
に
見

え
るこ

の
よ
う
な
芸
態
の
違
い
か
ら
　
美
郷
村
内
の
こ
つ
の
加
子
舞
は
　
伝
績
極
路
お
異

な
つ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
．

平
人
鵜
梅
社
獅
手
舞
店
者
川
県
か
ら
山
川
町
北
島
を
経

て
ほ
わ

っ
た
と
さ
れ
ち
が
　
東
山
獅
子
却
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
ど
の
地
域
ホ
ら
伝

わ
つ
た
か
は
つ
き
り
し
な
い
　
東
山
は
山
川
町
や
川
島
町
な
ど
吉
財
―――
満
岐
の
地
域
と

の
交
流
が
強
い
地
域
で
あ
る
　
一
方
　
吉
野
川
前
岐
の
獅
子
舞
の
中
に
は
　
言
川
帰
か

ら
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
　
今
後
は
こ
う
し
た
近
隣
地
域
と
の
ア

化
資
稿
チ
念
頭
に
置
さ
つ
つ

（特
に
鳴
り
物
の
予
ほ
　
構
成
　
リ
ズ
ム
や
　
舞
い
の
名

称
　
構
成
　
芸
惨
な
ど
を
比
岐
模
討
す
る
中
か
ら
一　
伝
播
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る

本
格
で
は
そ
う
し
た
比
較
検
討
を
行
う
前
段
階
の
基
礎
作
業
と
し
て

ま
す
は
二
つ
の
獅
子
舞
の
現
状
報
告
を
行
う
に
と
ど
”
て
お
く

〔醐
辞
］

今
日
の
調
査
に
当
た
つ
て
は
　
以
下
の
方
■
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
　
記
し
て
謝

音
を
表
し
ま
す

藤
不
好
考
氏

（平
人
懐
神
社
柳
子
第
保
存
全
全
長
）

碑
本
夜
樹
氏

全
半

人
幡
神
社
獅
子
舞
保
存
会
事
務
局
長
）

佳
藤
人
吉
氏

（京
山
獅
子
舞
　
姉
子
太
鼓
指
導

四
　
お
わ
り
に

平
人
幡
神
社
獅
子
舞
と
東
山
獅
子
舞
は
　
０
二
頭
立
て
獅
子
で
あ
る
点
　
０
太
ま
■

太
鼓
打
ち
の
ま
を
す
る

（大
数
を
打
ち
つ
つ
時
折
獅
子
と
絡
む
）
子
役
■
獅
子
ど
い
う

構
成
を
持

つ
点
は
共
通
し
て
い
る
が
　
同
じ
美
郷
村
内
の
獅
子
第
で
あ
り
，
が
ら
　
そ

の
舞
い
の
ス
タ
イ
ル
は
か
な
り
具
な
つ
て
い
る

平
人
幡
神
社
の
獅
子
舞
の
動
≡
は
か
な
リ
タ
イ
ナ
ミ
ツ
ク

（小
〓
ざ
み
に
ほ
操
が
あ

る
）
で
　
連
続
的
に
演
じ
ら
れ
る
　
演
技
合
体
の
流
れ
に
航

！
感
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
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者
）

尾
崎
歌
子
氏

（東
山
小
学
校
教
諭
　
東
山
女
性
の
会
）

（
３
）
小
笠
原
流
の
獅
子
舞
は
　
香
川
県
〓
豊
廓
西
部
に
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う

［叢

渕
　
一
九
九
九
　
九
】

参
考
文
献

徳
島
県
教
育
委
員
会
鶴
　
一
九
人
五
　
『徳
島
県
の
民
俗
芸
能
―
無
形
良
俗
文
化
財
罰

査
報
告
書
』
　
徳
島
県
教
育
委
員
会

徳
島
県
教
育
委
員
会
編
　
一
九
ｉ
人
　
『徳
島
県
の
民
俗
芸
能
―
徳
島
埠
民
俗
芸
能
界

急
隷
査
縦
告
書
』
　
徳
島
県
教
育
委
員
会

美
婦
村
史
編
集
委
員
会
編
　
一
九
六
九
　
『美
郷
村
講
』
　
麻
植
郡
美
郷
村

溝
洵
茂
簡
　
一
九
九
九
　

「看
川
県
の
獅
子
舞
班
観
―
者
川
県
民
俗
芸
憎
察
急
胡
埜
よ

，
一
　

『類
声
内
謡
歴
史
民
俗
資
料
捕
紀
要
』

一
〓
　
一
～
二
九

（〒
ｔ
ｔ
０
１
人
〓
０
〓
　
徳
島
市
南
常
三
島
町

一
―

一　
宿
島
大
学
結
合
科
学
部
）

［付
配
］

本
稔
は
　
阿
渡
学
会
に
よ
る
平
成

一
五
年
度
紹
合
等
術
調
査

（美
郷
村
）
に
基
づ
く

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る

注
（
１
）
平
人
幡
神
社
の
獅
子
舞
に
回
し
て
は
　
徳
島
県
教
育
委
員
会
福

『
徳
島
県
の
民

俗
芸
能
』
霜
】島
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
五
　
一〓

こ
に
備
革
な
紹
介
が
あ
る
が

東
山
獅
子
舞
に
つ
い
て
は
未
娘
録
で
あ
る
。

徳
島
県
教
育
委
員
会
編

『
徳
島
県
の

民
俗
芸
能
』
［徳
島
県
教
育
姿
員
会
　
一
九
九
人
］
巻
末
の

「平
成
八
年
度
徳
島
県

民
裕
芸
能
緊
急
調
査
忍
皆
調
査

一
覧
」
に
は
　
平
八
幡
神
社
獅
手
舞
は
掲
設
さ
れ

て
い
る
が
　
東
山
獅
子
第
に
つ
い
て
は
記
戦
が
な
い
　
調
査
時
点
で
は
中
断
し
て

い
た
た
め
茄
査
対
霊
か
ら
外
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
　
民
俗
事
幾
の
正
確
な
理

解
を
行
う
た
め
に
虐
　
中
断
　
廃
絶
し
た
も
の
も
含
め
て
強
認
調
査
を
行
う
必
要

が
あ
ろ
う
。

な
弟
　
獅
子
舞
が
中
断
し
た
後
も
　
舞
い
は
舞
わ
な
い
も
の
の
　
神

輿
巡
章
に
獅
子
が
多
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い

（勝
浦
郁
上
勝
町
日
野

々
　
神
明
神
社
奈
礼
　
郡
賀
郡
那
資
川
町
人
幡
　
人
幡
神
社
祭
礼
　
海
部
郡
白
峻

町
伊
座
利
　
新
国
人
幡
神
社
祭
礼
な
ど
）。
し
か
し
従
来
の
調
査
報
告
書
や
市
町
村

史
に
は
　
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
記
穀
さ
れ
て
い
な
い

（
２
）
美
郷
村
の
獅
子
舞
に
関
す
る
調
査

（綱
察
お
よ
び
聞
宮
取
り
調
査
）
は
　
二
Ｃ

〇
二
年

一
０
月
二
三
～
二
四
日
　
二
Ｏ
〇
三
年

一
一
月

一
四
日
　
一
一
狙

一
六
日

に
行
つ
た
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